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本
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
読
み
取
り
、
演
出
家
の
意
図
を
的
確
に
判
断
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
自

分
自
身
を
営
業
す
る
た
め
に
は
、
頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
だ
。
パ
ソ
コ
ン
歴
は
二
十
年
に

な
る
が
、
趣
味
で
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
す
る
時
は
、
左
脳
を
フ
ル
活
用
し
て
い
る
。

一
瞬
に
し
て
涙
を
流
す
ほ
ど
の
豊
か
な
感
性
を
維
持
す
る
に
は
、
心
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
小
説
、
映

画
、
音
楽
な
ど
の
名
作
に
触
れ
、
沸
き
上
が
る
感
情
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
す
こ
と
を
心
が
け
る
。

迫
力
の
あ
る
良
い
声
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
演
じ
る
に
は
、
身
体
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
不
可
欠
。
自
室
に
は

三
種
類
の
筋
力
ア
ッ
プ
用
マ
シ
ン
が
あ
り
、
二
日
に
一
時
間
の
割
合
で
汗
を
流
す
。

夏
は
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
、
別
荘
に
行
き
、
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、

テ
ニ
ス
、
乗
馬
な
ど
を
し
て
長
期
休
暇
を
楽
し
む
。
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
身
で
吸

収
し
、
充
電
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ト
レ
ス
の
溜
ま
る
仕
事
も
余
裕
を

持
っ
て
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
。
頭

心
身
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
い
つ
ま

で
も
ヒ
ー
ロ
ー
声
優
で
あ
り
た
い
か

ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
年
に
一
回
の
健

康
診
断
は
、
三
十
歳
か
ら
欠
か
さ
ず

続
け
て
い
る
。

台頭心身のトレーニング
古谷　徹（声優）

企画：日本医師会
No. 48

待
合
室
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

日本医師会
「健康交差点」

健
康
交
差
点
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

医
療
に
関
す
る
川
柳
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
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介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
加
齢

に
よ
る
病
気
等
に
よ
り
、
介

護
や
日
常
生
活
の
支
援
が
必

要
と
な
っ
た
人
に
つ
い
て
、

自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
よ

う
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
・
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
は
、在
宅
サ
ー
ビ
ス（
①

自
宅
を
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス

②
日
帰
り
で
通
う
サ
ー
ビ
ス

③
短
期
入
所
す
る
サ
ー
ビ
ス

④
福
祉
用
具
貸
与
・
住
宅
改

修
サ
ー
ビ
ス
）
と
施
設
サ
ー

ビ
ス
（
①
介
護
老
人
福
祉
施

設
②
介
護
老
人
保
健
施
設
③

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に

大
き
く
二
分
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
、
費
用
の
一
割

を
利
用
者
が
負
担
し
ま
す
。

た
だ
し
、
一
割
負

担
が
一
定
額
を
超

え
た
場
合
は
、
申

請
す
る
と
、
払
い

戻
し
さ
れ
ま
す
。

介護保険制度の仕組み③


